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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月26日(2013.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工程を管理する工程管理システムであって、
　前記工程管理システムから取得された情報を含む表示画像を提供するために適合された
ユーザディスプレイを備えた少なくとも第１のユーザコンソールと、
　前記工程管理システムから取得された少なくとも幾らかの情報を含む、前記第１のユー
ザコンソールの前記ユーザディスプレイを通して提供された前記表示画像の少なくとも一
部分のリアルタイムデジタル記録を作成するための画像キャプチャモジュールであって、
前記リアルタイムデジタル記録の終末部をバッファリングするように適合された画像キャ
プチャモジュールと、
　前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも一部分を保存するための、前記画像キャプ
チャモジュールに結合された保存モジュールと、
　を含む工程管理システム。
【請求項２】
　前記デジタル記録モジュールが、所定のイベントが起こったという前記工程管理システ
ムからの指示を受けるとき、前記保存モジュールは、前記所定イベントの発生に近いリア
ルタイムデジタル記録の少なくとも一部分を保存する請求項１に記載の工程管理システム
。
【請求項３】
　前記デジタル記録モジュールは、少なくとも１つのユーザ定義可能なイベントを特定す
るオペレータ入力を受け取るように適合された制御モジュールを更に含み、
　前記所定イベントは、前記ユーザコンソールが少なくとも１つのユーザ定義可能なイベ
ントが起きたことを検出することである、請求項１又は請求項２に記載の工程管理システ
ム。
【請求項４】
　ユーザからのコマンドに応答して、前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも１つの
部分とビデオ、イベント、及び連続履歴の少なくとも一つとの同期された組み合わせを提
供するように適合された再生モジュールを更に含む請求項１～３の何れか１項に記載の工
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程管理システム。
【請求項５】
　前記ユーザコンソールは、複数イベントの各々の１つに対応する各複数のイベント記録
を含むイベント履歴を有し、
　前記再生モジュールは、前記複数イベントの１つを指定する入力を受け取り、ディスプ
レイを通じて前記複数イベントのうちの指定された１つに対応する、前記保存モジュール
により保存された前記リアルタイムデジタル記録の部分を提供するように適合されている
、請求項１～４の何れか１項に記載の工程管理システム。
【請求項６】
　前記制御モジュールは、各ユーザ定義可能なイベントに対応する記録持続時間を特定す
るオペレータ入力を受け取るように更に適合され、
　前記デジタル記録モジュールが、前記ユーザ定義可能なイベントのうちの１つが起きた
ことを検出するとき、前記保存モジュールは、そのユーザ定義可能なイベントに対応する
記録持続時間を含む前記リアルタイムデジタル記録の部分を保存する、請求項１～請求項
５の何れか１項に記載の工程管理システム。
【請求項７】
　前記リアルタイムデジタル記録が、前記ユーザディスプレイが前記表示画像を提供する
間に前記ユーザコンソールで検出されたオーディオ情報を含む請求項１～請求項６の何れ
か１項に記載の工程管理システム。
【請求項８】
　前記保存モジュールは、先入り先出ベースで前記リアルタイムデジタル記録の終末部を
連続的に保存する請求項１～７の何れか１項に記載の工程管理システム。
【請求項９】
　前記所定イベントは、工程管理限界を超過したことである請求項２に記載の工程管理シ
ステム。
【請求項１０】
　前記所定イベントは、オペレータが前記ユーザコンソールを通じて工程管理パラメータ
を修正することである請求項２に記載の工程管理システム。
【請求項１１】
　前記所定イベントは、アラーム状況が前記工程管理システムに存在することである請求
項２に記載の工程管理システム。
【請求項１２】
　少なくとも１つの追加のユーザコンソールを含み、
　前記少なくとも１つの追加のユーザコンソールは、前記工程管理システムから取得され
た情報を含む表示画像を提供するために適合されたユーザディスプレイを備え、
　前記追加の１つのユーザディスプレイは、前記追加のユーザコンソールの前記ユーザデ
ィスプレイを通じて提供された前記表示画像の少なくとも一部分の記録を含むリアルタイ
ムデジタル記録を作成する画像キャプチャモジュールを含む、請求項１～請求項１１の何
れか１項に記載の工程管理システム。
【請求項１３】
　工程管理システムから取得された情報を含む表示画像を提供するために適合されたユー
ザディスプレイを備えた少なくとも第１のユーザコンソールを有する前記工程管理システ
ムの操作方法であって、
　前記第１のユーザコンソールの前記ユーザディスプレイを通して提供された前記表示画
像の少なくとも一部分のリアルタイムデジタル記録を作成するためのステップであって、
前記部分は前記工程管理システムから取得された少なくとも幾らかの情報を含み、如何な
る特定時においても、前記リアルタイムデジタル記録は、前記特定時に先立つ所定持続時
間の間前記工程管理システムから取得された情報を含む、前記作成するためのステップと
、
　前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも一部分を保存するステップと、
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　を含む方法。
【請求項１４】
　所定のイベントが起こったという前記工程管理システムからの指示を受けるとき、前記
所定イベント近いリアルタイムデジタル記録の少なくとも一部分が保存される請求項１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つのユーザ定義可能なイベントを特定するオペレータ入力を受け取るステ
ップを更に含み、
　前記所定イベントは、前記ユーザコンソールが少なくとも１つのユーザ定義可能なイベ
ントが起きたことを検出することである、請求項１３又は請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ユーザからのコマンドに応答して、前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも１つの
部分とビデオ、イベント、及び連続履歴の少なくとも一つとの同期された組み合わせを提
供するステップを更に含む請求項１３～請求項１５の何れか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　複数イベントの各々の１つに対応する各複数のイベント記録を含むイベント履歴を提供
するステップと、
　前記複数イベントの１つを指定する入力を受け取るステップと、
　ディスプレイを通じて前記複数イベントのうちの指定された１つに対応する、前記保存
モジュールにより保存された前記リアルタイムデジタル記録の部分を提供するステップと
、
　を更に含む請求項１３～１６の何れか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記保存モジュールにより保存された前記リアルタイムデジタル記録の部分を指定する
入力を受け取るステップと、
　ディスプレイを通じて前記リアルタイムデジタル記録の前記指定部分を提供するステッ
プと、
　を更に含む請求項１３～請求項１７の何れか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザディスプレイが前記表示画像を提供する間、前記ユーザコンソールで検出さ
れたオーディオ情報を前記リアルタイムデジタル記録に含めるステップを更に含む請求項
１３～請求項１８の何れか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記リアルタイムデジタル記録を保存するステップは、先入り先出ベースで前記デジタ
ル記録の終末部を連続的に保存するステップを含む請求項１３又は請求項１４に記載の方
法。
【請求項２１】
　工程管理システムから取得された情報を含む表示画像を提供するために適合されたユー
ザディスプレイを備えた少なくとも第１のユーザコンソールを有する前記工程管理システ
ムのためのデジタル記録モジュールであって、
　前記工程管理システムから取得された少なくとも幾らかの情報を含む、前記第１のユー
ザコンソールの前記ユーザディスプレイを通して提供された前記表示画像の少なくとも一
部分のリアルタイムデジタル記録を作成するための画像キャプチャモジュールであって、
前記リアルタイムデジタル記録の終末部をバッファリングするように適合された画像キャ
プチャモジュールと、
　前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも一部分を保存するための、前記画像キャプ
チャモジュールと結合された保存モジュールと、
　を含むデジタル記録モジュール。
【請求項２２】
　前記デジタル記録モジュールが、所定のイベントが起こったという前記工程管理システ
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ムからの指示を受けるとき、前記保存モジュールは、前記所定イベントの発生に近いリア
ルタイムデジタル記録の少なくとも一部分を保存する請求項２１に記載のデジタル記録モ
ジュール。
【請求項２３】
　ユーザ定義可能なイベントの少なくとも１つを特定するオペレータ入力を受け取るよう
に適合された制御モジュールを更に含み、
　前記所定イベントは、前記ユーザコンソールが前記ユーザ定義可能なイベントの少なく
とも１つが起きたことを検出することである、請求項２１又は請求項２２に記載のデジタ
ル記録モジュール。
【請求項２４】
　ユーザからのコマンドに応答して、前記リアルタイムデジタル記録の少なくとも１つの
部分とビデオ、イベント、及び連続履歴の少なくとも一つとの同期された組み合わせを提
供するように適合された再生モジュールを更に含む請求項２１～請求項２３の何れか１項
に記載のデジタル記録モジュール。


	header
	written-amendment

